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2016年年、新しい年年の始まりです。�
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旧年年中は温かいご⽀支援・ご協⼒力力をいただいておりますことに⼼心より感謝いたします。区議会議員1期⽬目、4年年の任期のうち早くも９ヶ⽉月が
経ちました。これからもできることをひとつずつ、初⼼心を忘れず、緊張感を忘れず、区の発展のために真摯に取り組んでいきます。�

保健福祉常任委員会では医薬研究開発の経験を活かす審議を。�
区⺠民の健康に関するデータ取得⽅方法に誤りがある可能性の指摘も。�

地元⿇麻布⼗十番商店街をはじめ、地域との繋がりの中からたくさん
の発⾒見見がありました。みなさんのお声が⼩小倉りえこの政策です。�

*公職選挙法にて、区議会議員の年年賀状等の郵送は禁⽌止されています。区政報告書を以って皆さまへの年年頭のご挨拶とかえさせていただきます。�

みなと区⺠民まつりでは『こども議員バッヂ』の作成と配布を提案し�
第1回議会報告会では記録係を担当しました。様々な区の式典に参加も。�

知識識や経験を活かした質問や提案をしてきました。予防接種の
副反応については、保健所に早急に対応をしていただきました。�

第1回港区地域包括ケアシステム推進
会議を傍聴し、港区独⾃自のシステム
構築の考えを新たにしました。�
�
港区国際化強化推進フォーラムでは、
2020年年東京オリンピック・パラリン
ピックに向けた国際化の課題を共有
しました。�
�
これからも区の発展のために貢献�
できるよう、精⼀一杯取り組みます。�



•  港区⿇麻布⼗十番出⾝身 　港区⽴立立東町⼩小学校卒�
•  ⽶米国サウスカロライナ⼤大学理理学部⽣生物学科卒�
•  バイオベンチャー・製薬企業において、リウマチ、
がん、線維筋痛症などの医薬品研究開発に従事�

•  平成27年年4⽉月の改選で初当選。1期⽬目スタート。�
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東京オリンピック・パラリンピック対策特別委員会�
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医療療政策・国際交流流に積極的に取り組んでいます�
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ご意見・お声をお寄せください	

みなと保健所の視察を⾏行行いました。港区は全国でも有数の飲⾷食店店舗を有する
中で、細菌検査だけではなく⾷食品添加物、保存料料や着⾊色料料の使⽤用基準の準拠を確
認する実験機器や検査室が揃う、東京都の中でも数少ないモデル施設とされてい
ます。これからの季節に多く発⽣生するノロウィルスや夏に懸念念されるデングウィ
ルスなど、迅速に対応できる検査体制の確保はやはり必要です。�
�
3歳児検診は現在⽉月に2回⾏行行われ、1回の検診⽇日に100名前後が訪れます。港区の
合計特殊出⽣生率率率は江⼾戸川区と同率率率1位で1.39となり、⼦子どもの数が増えている現
状です。3年年後の3歳児検診は今よりも多い⼈人数が訪れることが予測されます。み
なと保健所のみで検診を⾏行行っているので、今後は⼈人数に対応できるシステムや場
所の確保など、課題がみえてきました。�
�
今後のがん対策について、基礎となるがん検診の正確な実態調査も提⾔言しました。�

三⽥田1丁⽬目のみなと保健所は�
⼦子ども家庭⽀支援センターと併設�

港区には80の⼤大使館がある国際⾊色豊かな環境ですが、港区は未だその環境を
活かすことや連携に苦戦しています。区が主催した港区国際⼒力力推進フォーラムで
は、国際⽂文化会館の理理事⻑⾧長であり、元国連事務次⻑⾧長である明⽯石康さんの『アセッ
ト（資産・財産）は活⽤用しなければただのポテンシャル（可能性）である』との
お⾔言葉葉が重く響き、どのような国際化を⽬目指すべきかを考えさせられました。�
�
港区内にある80のうち13ヶ国の⼤大使館を訪問し、多くの⼤大使館は地域との交流流
を重要視したいという意向を聴取しました。そのうちの多くの⼤大使館が本年年1⽉月
から3⽉月まで区が開催する『ワールドフェスティバル』に参加していただけるこ
とに。⽇日英バイリンガル議員としてできる事を考え、区と⼤大使館を近づけ、結び、
より良良い港区の国際化に向けて誰よりも⾏行行動しています。�

アフガニスタン⼤大使館にて
ファティミ⼤大使と�

オリンピックはスポーツだけではなく、⽂文化の祭典でもあります。2016年年のブ
ラジル・リオ⼤大会終了了後の10⽉月から2020年年の東京⼤大会まで、開催国各地で様々
な⽂文化・芸術展⽰示等の開催が⾏行行われる『⽂文化プログラム』。開始まであと10ヶ⽉月、�
多彩な芸術⽂文化に触れるという概念念はわかりますが、オリンピック憲章の様々な
制約がある中で、区が何をできるのか、何をしたいのか、具体案がありません。�
�
2012年年のロンドン⼤大会を参考とするとされていますが、今まさにリオ⼤大会に向
け⽂文化プログラムが開催中であるブラジルからも学ぶべきと、⾃自らブラジル⼤大使
館を訪問し意⾒見見交換をしました。区のような地域ではオリンピックに関連した教
育やスポーツ交流流から⾏行行ってきたことを学び、⼤大変有意義な訪問でした。得られ
たヒントを区の政策に活かすべく、⾏行行政側と情報を共有し、より良良い事業となる
ように進めています。�
�

ブラジル⼤大使館にて意⾒見見交換�


